
第１５回

電車と青春21文字プロジェクト





第１５回



プロジェクトマークについて
21 文字メッセージ事業をより多くの方に知って頂くため、
作品掲示や広報の際にアイコンとして、プロジェクトマーク
を滋賀県内のデザイン団体と学生との共同で作成しました。　
　「ことばが光ると　思いが届く」というキャッチコピーと
滋賀県・琵琶湖・青春・文芸を表現するシンボルマークは、
柔らかさと知性を特に意識しました。



1

21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

「
京
阪
（
石
山
坂
本
線
）
は
向
か
い
合
わ
せ
の
席
が
青
春
ぽ
い
か
ら
好
き
!
」、
沿
線
の
女
子
中
学
生
の

言
葉
で
す
。
こ
の
何
気
な
い
言
葉
か
ら
こ
の
活
動
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
沿
線
に
数
多
く
の
学
校
が
あ
り
、

大
津
市
で
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
る
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
は
青
春
路
線
。
そ
の
駅
数
21
に
因
ん
だ
の
が

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
1
回
か
ら
最
終
審
査
員
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
俵
万
智
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
路
面
電
車
で
通
学
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
素
敵
な
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
て
協
力
い
た
だ
く
団
体
・
企
業
が
増
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
滋
賀
県
域
か
ら
全
国
に

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
電
車
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
活
動
、
入
口
「
交
通
」、
切
り
口
「
文
化
・
文
芸
」、

出
口
「
観
光
」
を
合
言
葉
に
、
滋
賀
県
発
の
新
し
い
独
自
文
芸
が
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
り
、
沿
線
に
学
校
の
多
い
京
阪
電
車
石
山
坂
本
（
い
し
や
ま
さ
か
も
と
）
線
の
駅
数
21
に

ち
な
ん
で
始
ま
っ
た
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。「
21
文
字
」
と
言
う
新
様
式
の
文
芸
表
現
の
第
15
回
受

賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
２
０
２
１
年
は
、
前
年
に
引
き
続
き
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
「
こ
と
ば
が
君
の
背
中
を

押
す
」
と
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
こ
う
!  

と
の
思
い
か
ら
「
空
」

「
お
し
ゃ
べ
り
」「
エ
ー
ル
」「
線
路
」
の
4
つ
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
、
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
が
出
る
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
実
施
に
向
け
て
の
資
金
獲
得
の
た
め
に
、
初
め
て
「
第
15
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
実
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
援
・
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

か
ら
の
言
葉
に
、
私
た
ち
は
、
ま
さ
し
く
「
背
中
を
押
し
て
」
頂
い
た
思
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
の
思
い

を
言
葉
に
し
た
作
品
で
、
ひ
と
と
き
元
気
の
出
る
“
胸
キ
ュ
ン
”
の
世
界
に
浸
っ
て
み
て
下
さ
い
。
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こ
れ
ま
で
の
軌
跡

２
０
０
１
年
：�

大
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
市
民
団
体
が
「
京
阪
電
車
石
坂
線
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
提
案

２
０
０
３
年
：「
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
活
動
開
始

２
０
０
６
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
事
業
開
始

２
０
０
７
年
：
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
を
顕
彰
す
る
「
第
5
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

２
０
０
８
年
：「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
内
閣
官
房
長
官
賞
受
賞

２
０
１
２
年
：�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
の
地
域
発
ド
ラ
マ
「
石
坂
線
物
語
」
に
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
原
作
と
し
て
使
用
さ
れ
3
編

の
単
発
ド
ラ
マ
が
製
作
さ
れ
た

２
０
１
５
年
：�

10
年
目
を
迎
え
「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
連
携
「（
番
組
）
あ
ほ
や
ね
ん
!  

す
き
や
ね
ん
!
」
な
ど
10
周
年
記
念
事
を
実
施

２
０
１
６
年
：
文
化
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
～
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
!  

賞
２
０
１
５　

大
賞
受
賞

２
０
１
７
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
大
津
市
と
の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
実
施

２
０
１
８
年
：�

滋
賀
県
の
後
援
・
連
携
で
県
内
の
公
共
交
通
で
あ
る
近
江
鉄
道
に
も
活
動
が
広
が
る�

滋
賀
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
の
協
賛
で
作
品
集
を
作
成
・
発
行

２
０
１
９
年
：�

滋
賀
県
協
働
提
案
実
施
事
業
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
　

県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
信
楽
高
原
鐵
道
と
も
連
携

　
　
　
　
　
　

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
な
ど
の
他
分
野
団
体
と
コ
ラ
ボ
す
る
文
化
活
動
に
発
展

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定

２
０
２
０
年
：
前
年
に
引
き
続
き
滋
賀
県
協
働
提
案
事
業
と
し
て
活
動
し
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
と
も
連
携

２
０
２
１
年
：「
第
15
回
目
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
事
業
を
継
続
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●
過
去
の
応
募
点
数

第
1
回
（
２
０
０
６
年
度
）	

２
３
５
５
点
（
47
都
道
府
県
）

第
2
回
（
２
０
０
７
年
度
）	

２
６
２
１
点
（
〃
）

第
3
回
（
２
０
０
８
年
度
）	

２
０
１
７
点
（
〃
）

第
4
回
（
２
０
０
９
年
度
）	

１
９
０
３
点
（
〃
）

第
5
回
（
２
０
１
０
年
度
）	

１
９
０
５
点
（
〃
）

第
6
回
（
２
０
１
１
年
度
）	
２
９
４
８
点
（
〃
）

第
7
回
（
２
０
１
２
年
度
）	
３
０
４
２
点
（
中
国
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
8
回
（
２
０
１
３
年
度
）	

３
７
７
８
点
（
ス
イ
ス
も
）

第
9
回
（
２
０
１
４
年
度
）	

５
０
４
８
点
（
韓
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
10
回
（
２
０
１
５
年
度
）	

４
６
０
３
点
（
47
都
道
府
県
）

第
11
回
（
２
０
１
７
年
度
）	

４
９
９
９
点
（
〃
）

第
12
回
（
２
０
１
８
年
度
）	

４
５
２
７
点
（
〃
）

第
13
回
（
２
０
１
９
年
度
）	

４
０
１
７
点
（
〃
）

第
14
回
（
２
０
２
０
年
度
）	

５
３
５
０
点
（
〃
）

第
15
回
（
２
０
２
１
年
度
）	

４
２
８
５
点
（
〃
）



第
15
回
受
賞
作
品

京阪電車穴太駅付近
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滋
賀
県
知
事
賞

毎
朝
君
と
の
2
駅
7
分
　
ち
り
も
積
も
れ
ば
恋
に
な
っ
たハ

ナ
（
埼
玉
県　

26
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

一
日
に
、
た
っ
た
７
分
の
交
流
。
そ
れ
が
特
別
に
濃
い
の
で
は
な

く
「
ち
り
も
積
も
れ
ば
」
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
ね
。

毎
朝
の
習
慣
の
よ
う
な
時
間
が
、
気
が
つ
け
ば
と
て
も
大
切
な
も

の
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
２
駅
７
分
と
い
う
具
体
的
な
数

字
が
リ
ア
ル
で
効
い
て
い
ま
す
。
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大
津
市
長
賞

線
路
沿
い
の
案
山
子
が
手
を
振
る
　
今
日
が
最
後
の
見
送
り

杉
浦　

聡
美
（
神
奈
川
県　

53
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

同
じ
風
景
で
も
、こ
ち
ら
の
気
持
ち
や
状
況
が
変
化
す
る
と
、違
っ

て
見
え
る
も
の
。
案
山
子
は
、
ず
っ
と
同
じ
よ
う
に
手
を
振
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
「
最
後
の
見
送
り
」
と
受
け
と
め
た
と

こ
ろ
に
、
作
者
の
思
い
が
こ
も
り
ま
す
。
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青
春
賞

君
の
駅
ま
で
の
線
路
　
僕
の
「
好
き
」
ま
で
の
導
火
線

小
野　

櫻
（
東
京
都　

24
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

君
の
待
つ
駅
へ
向
か
う
「
告
白
爆
弾
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ

か
ら
線
路
は
「
導
火
線
」。
当
た
っ
て
砕
け
ろ
と
い
う
覚
悟
の
気

持
ち
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
比
喩
で
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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さ
わ
や
か
賞

受
験
日
の
朝
　
車
掌
か
ら
の
エ
ー
ル
　
前
途
洋
々
指
さ
し
確
認
　

緑
川　

大
二
郎
（
福
島
県　

22
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

顔
見
知
り
の
車
掌
さ
ん
な
の
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
の
指
さ
し
確
認

を
し
な
が
ら
「
受
験
よ
ー
し
！
」
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
前
途
洋
々
と
い
う
言
葉
の
明
る
さ
。
読
む
人
ま
で

エ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
持
に
な
る
作
品
で
し
た
。
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ユ
ー
モ
ア
賞

キ
ミ
が
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
と
き
　
僕
の
心
は
急
停
車

な
か
む
ら　

ゆ
う
き
（
滋
賀
県　

14
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

「
え
っ
、
も
う
こ
こ
で
降
り
て
し
ま
う
の
！
？
」
と
い
う
驚
き
。

緊
急
事
態
発
生
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
大
げ
さ
に
「
急
停
車
」
と

表
現
し
た
と
こ
ろ
、
上
質
な
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
ま
し
た
。
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京
阪
電
鉄
賞

毎
朝
の
お
は
よ
う
を
重
ね
て
　
吊
り
革
の
距
離
が
縮
ま
る

小
池　

清
隆
（
長
野
県　

22
歳
）

近
江
鉄
道
賞

コ
ロ
ナ
禍
で
も
車
内
お
し
ゃ
べ
り
手
話
の
子
キ
ュ
ー
ト

荒
木　

光
弘
（
東
京
都　

65
歳
）
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信
楽
高
原
鐵
道
賞

停
車
駅
ふ
と
見
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
　
前
を
向
く
　
僕
も
負
け
な
い

宮
岡　

隼
都
（
広
島
県　

14
歳
）

西
日
本
旅
客
鉄
道
賞

踏
切
で
あ
の
娘
と
通
過
待
ち
　
長
い
列
車
が
来
ま
す
よ
う
に

今
上　

大
（
北
海
道　

45
歳
）



15

近
江
勧
学
館
賞

直
接
言
え
な
か
っ
た
頑
張
れ
を
丸
め
て
君
の
背
に
投
げ
る

青
木　

日
向
子
（
兵
庫
県　

16
歳
）

団
体
賞

大
津
市
立
日
吉
中
学
校
（
滋
賀
県
）

大
津
市
立
唐
崎
中
学
校
（
滋
賀
県
）



JR 西日本大津駅

大津駅観光案内所オーツリー



入
賞
作
品

京阪電車びわ湖浜大津駅
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ホ
ー
ム
に
舞
う
桜
の
花
　
一
つ
頂
い
て
本
に
挟
ん
で
み
る

青
色
紅
葉
（
宮
崎
県　

19
歳
）

部
活
帰
り
の
伝
言
板
、
た
だ
ガ
ン
バ
レ
と
大
き
な
癖
字

上
村
ひ
ろ
し
（
埼
玉
県　

75
歳
）
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運
転
手
さ
ん
線
路
っ
て
ず
っ
と
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
る
の

木
村　

岳
翔
（
滋
賀
県　

4
歳
）

豪
雨
も
雷
雨
も
無
関
係
君
と
の
座
席
が
近
け
り
ゃ
快
晴

久
保　

千
年
世
（
広
島
県　

35
歳
）
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ホ
ー
ム
で
母
は
手
を
振
っ
た
。
父
は
背
を
向
け
た
。さ

ご
じ
ょ
う
（
愛
知
県　

38
歳
）

だ
ん
だ
ん
空
が
広
く
な
る
か
ら
、
帰
り
の
電
車
が
好
き

佐
藤　

江
梨
奈
（
東
京
都　

26
歳
）
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ど
こ
に
で
も
行
け
る
と
思
っ
て
い
た
　

15
の
春
の
線
路

ば
ば
り
ん
（
大
分
県　

62
歳
）

決
め
た
進
路
　
続
く
線
路
　
走
る
音
さ
え
エ
ー
ル
に
な
っ
て

松
井　

友
美
（
京
都
府　

48
歳
）
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初
デ
ー
ト
　
い
つ
も
の
車
両
で
よ
そ
ゆ
き
の
お
し
ゃ
べ
り

山
下　

奈
美
（
静
岡
県　

49
歳
）

曇
っ
た
電
車
の
窓
に
　
君
が
残
し
た
相
合
傘
を
見
つ
け
た

山
本　

貫
太
（
東
京
都　

24
歳
）
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目
の
前
の
ま
だ
か
た
い
四
月
の
制
服
、
な
ん
て
眩
し
い

レ
モ
ネ
ー
ド
（
滋
賀
県　

20
歳
）



大津市ナカマチ商店街での展示「胸キュン商店街」



入
選
作
品

京阪電車京阪石山駅
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車
窓
か
ら
空
見
つ
め
、
頑
張
れ
自
分
！
　
と
エ
ー
ル
を
送
る

相
原　

透
（
東
京
都　

55
歳
）

君
と
夕
焼
け
の
空
を
見
て
私
の
頬
も
真
っ
赤
に
染
ま
る

青
木　

李
々
果
（
滋
賀
県　

15
歳
）

受
験
日
、
改
札
の
外
か
ら
見
送
る
母
。
心
で
思
う
頑
張
れ
！

ア
ラ
グ
ス
ク
（
和
歌
山
県　

30
歳
）
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線
路
は
、
ま
っ
す
ぐ
。
君
を
思
う
気
持
ち
も
ま
っ
す
ぐ
。

有
沢　

由
桜
（
滋
賀
県　

13
歳
）

あ
の
笑
顔
通
学
電
車
を
待
つ
君
に
湖
面
渡
れ
る
風
は
爽
や
か

市
場　

さ
と
枝
（
大
阪
府　

76
歳
）

満
月
が
電
車
の
窓
に
張
り
つ
い
て
私
の
帰
り
を
見
届
け
る

井
手
口　

早
苗
（
大
阪
府　

60
歳
）
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君
と
歩
く
線
路
沿
い
　
じ
ゃ
あ
ね
が
い
や
で
歩
幅
縮
め
る

上
垣　

哲
也
（
兵
庫
県　

59
歳
）

電
車
の
中
の
あ
な
た
と
私
。
縮
ま
れ
座
席
と
心
の
距
離
。

上
田　

真
緒
（
滋
賀
県　

14
歳
）

窓
越
し
に
聞
こ
え
た
君
の
「
頑
張
れ
よ
」
私
の
大
事
な
宝
物

宇
藤　

百
合
香
（
長
崎
県　

20
歳
）
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故
郷
に
残
る
寂
し
さ
隠
し
て
、
旅
立
つ
君
に
エ
ー
ル
を
送
る

嬉
野　

千
惠
子
（
福
岡
県　

59
歳
）

君
の
お
し
ゃ
べ
り
に
耳
を
す
ま
し 

進
ま
な
い
単
語
帳

雲
琳
（
宮
城
県　

24
歳
）

君
と
同
じ
空
を
見
た
く
て 

こ
そ
り
同
じ
側
の
席
に
座
るえ

い
ち
（
長
野
県　

39
歳
）
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追
い
つ
き
た
い
あ
な
た
の
背
中
、
今
年
は
同
じ
制
服
着
て
る

大
江　

ま
な
は
（
滋
賀
県　

17
歳
）

マ
ス
ク
越
し
の
お
し
ゃ
べ
り
で
、
君
の
瞳
が
綺
麗
だ
と
気
づ
く

大
塚　

遥
香
（
静
岡
県　

32
歳
）

大
き
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
　
親
に
代
わ
り
エ
ー
ル
を
贈
る

岡
本　

望
（
滋
賀
県　

50
歳
）
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何
見
て
る
の
？
　
窓
に
反
射
す
る
君
の
横
顔
な
ん
て
言
え
な
い

奥
川　

友
裕
（
京
都
府　

22
歳
）

月
が
綺
麗
と
い
っ
て
月
の
光
を
聴
く
、
電
話
越
し
の
君

小
田　

は
る
菜
（
静
岡
県　

17
歳
）

炎
天
下
の
ベ
ン
チ
で
好
き
だ
と
言
わ
れ
、
体
が
溶
け
た

か
っ
ぱ
え
び
ち
ぇ
ん
（
秋
田
県　

40
歳
）
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応
援
し
て
る
よ
っ
て
言
え
た
か
ら
い
い
の
、
さ
よ
な
ら
初
恋

金
江　

晃
（
東
京
都　

26
歳
）

ホ
ー
ム
で
君
と
二
人
き
り
、
電
車
よ
来
る
な
と
心
か
ら

亀
山　

武
琉
（
滋
賀
県　

14
歳
）

伝
え
た
ら
？
　
春
空
に
せ
か
さ
れ
　
君
へ
向
か
う
電
車
に
乗
っ
た

萱
沼　

コ
ア
ラ
（
東
京
都　

39
歳
）
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寝
転
ん
で
空
の
青
さ
が
目
に
沁
み
る
恋
に
破
れ
た
18
の
夏

菅　

貴
久
代
（
愛
媛
県　

63
歳
）

不
合
格
に
泣
い
た
あ
の
日
の
エ
ー
ル
は
空
の
虹
だ
っ
た

喜
多　

住
香
（
奈
良
県　

44
歳
）

改
札
に
合
格
祈
願
の
エ
ー
ル
　
カ
イ
ロ
を
ギ
ュ
ッ
と
握
る
朝

ク
ロ
（
福
岡
県　

21
歳
）
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夢
中
に
な
り
電
車
を
逃
が
す
遅
刻
と
引
き
換
え
君
と
の
会
話

高
坂　

龍
之
介
（
滋
賀
県　

14
歳
）

「
あ
、
見
て
」
君
に
話
す
勇
気
く
れ
た
虹
、
17
才

河
野　

泰
子
（
大
阪
府　

34
歳
）

線
路
の
向
こ
う
に
君
が
い
る
、
短
い
時
間
の
天
の
川５

４
Ｂ
Ｒ
（
岡
山
県　

48
歳
）
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流
れ
る
視
界
の
額
縁
に
、
い
つ
も
の
駅
で
君
が
加
わ
る

こ
じ
ま
る
（
東
京
都　

38
歳
）

「
好
き
や
っ
て
ん
」「
俺
も
」
子
を
抱
く
君
と
笑
う
同
窓
会

小
原　

拓
万
（
兵
庫
県　

37
歳
）

朝
ラ
ン
す
る
君
、
車
窓
か
ら
私
の
エ
ー
ル
で
背
を
押
し
た
い

コ
リ
ー
（
千
葉
県　

34
歳
）
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お
し
ゃ
べ
り
と
電
車
の
リ
ズ
ム
が
弾
む
幸
せ
に
乗
る近

藤　

己
順
（
大
阪
府　

38
歳
）

つ
り
革
一
つ
空
け
た
お
し
ゃ
べ
り
の
距
離
が
も
ど
か
し
い

今
野　

華
奈
（
東
京
都　

27
歳
）

慌
て
て
握
っ
た
。
つ
り
革
、
じ
ゃ
な
く
て
あ
な
た
の
腕

酒
瀬
川　

輝
（
東
京
都　

21
歳
）
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線
路
の
向
こ
う
に
い
る
君
と
私
だ
け
知
る
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

さ
が
ね
（
京
都
府　

19
歳
）

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
我
が
子
が
1
人
電
車
に
乗
る
日
。

さ
く
み
（
福
岡
県　

34
歳
）

賑
や
か
な
遠
足
の
子
の
一
群
が
降
り
て
車
内
は
静
と
寂

山
藤　

一
雄
（
島
根
県　

64
歳
）
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目
を
上
げ
れ
ば
車
窓
か
ら
虹
　
今
度
の
恋
は
き
っ
と
大
吉

汐
海　

岬
（
東
京
都　

49
歳
）

皆
が
下
を
向
く
駅
で
空
を
見
上
げ
た
僕
だ
け
が
見
た
虹

庄
野　

酢
飯
（
大
阪
府　

23
歳
）

傘
が
触
れ
て
君
と
の
会
釈
、
私
の
心
は
晴
天
で
す
。

白
萩　

キ
ャ
ラ
（
大
阪
府　

22
歳
）
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手
を
繋
ぐ
　
お
し
ゃ
べ
り
な
君
を
黙
ら
せ
る
僕
だ
け
の
方
法

ｚ
ｏ
ｏ
（
大
阪
府　

37
歳
）

も
う
少
し
話
が
し
た
く
て
歩
く
、
君
へ
の
想
い
二
駅
分

反
木　

綿
一
（
滋
賀
県　

23
歳
）

告
白
に
既
読
が
つ
く
ま
で
空
と
喋
っ
た
日
の
記
憶

タ
カ
チ
ャ
ン
（
東
京
都　

37
歳
）
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マ
ス
ク
し
て
て
よ
か
っ
た
。『
君
が
好
き
』
と
言
え
た
か
ら

竹
内　

喜
一
（
大
阪
府　

44
歳
）

降
り
る
直
前
早
口
で
約
束
「
明
日
も
一
緒
に
帰
ろ
う
」

田
中　

克
則
（
和
歌
山
県　

42
歳
）

雪
の
ホ
ー
ム
　
あ
な
た
の
後
に
私
　
二
人
で
一
つ
の
足
跡

玉
井　

泉
（
大
阪
府　

68
歳
）
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今
日
君
と
何
を
話
そ
う
か
　
車
窓
の
景
色
に
話
題
を
探
す

た
ろ
う
（
兵
庫
県　

19
歳
）

車
窓
ご
し
伝
わ
る
だ
ろ
か
君
へ
の
エ
ー
ル
手
話
で
の
ガ
ン
バ

土
屋　

春
美
（
東
京
都　

63
歳
）

辿
れ
ば
君
に
会
え
る
だ
ろ
う
か
　
地
上
に
2
本
の
天
の
川

津
村　

知
樹
（
滋
賀
県　

25
歳
）
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初
め
ま
し
て
と
改
札
へ
、
今
日
か
ら
こ
こ
が
最
寄
り
駅ど

れ
み
（
滋
賀
県　

20
歳
）

隣
に
座
れ
た
。
私
の
鼓
動
だ
け
お
し
ゃ
べ
り
だ
っ
た
。

永
田　

智
子
（
福
島
県　

39
歳
）

乗
り
合
わ
せ
君
の
横
顔
眺
め
て
は
友
と
の
会
話
上
の
空

中
村　

朱
里
（
滋
賀
県　

13
歳
）
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閉
じ
た
ド
ア
の
向
こ
う
で
君
の
口
が
ガ
ン
バ
レ
と
動
く

中
村　

貴
子
（
宮
崎
県　

44
歳
）

隣
の
車
両
に
乗
る
君
の
頑
張
れ
と
笑
顔
が
勝
利
の
お
守
り

谷　

美
佳
（
滋
賀
県　

13
歳
）

学
校
で
出
る
給
食
も
、
あ
な
た
と
食
べ
れ
ば
星
三
つ

新
田　

蒼
一
郎
（
滋
賀
県　

12
歳
）
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ホ
ー
ム
へ
ホ
ー
ム
ラ
ン
級
の
声
飛
ば
す
　
祖
父
の
「
頑
張
れ
」

忽
滑
谷　

三
枝
子
（
群
馬
県　

64
歳
）

旅
立
ち
の
日
　
線
路
の
先
に
は
　
夢
と
希
望
と
少
し
の
不
安

の
の
（
鳥
取
県　

24
歳
）

部
活
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
電
車
の
音
が
自
分
へ
の
エ
ー
ル野

原　

直
太
（
滋
賀
県　

14
歳
）
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受
験
日
に
メ
ー
ル
で
「
が
ん
ば
れ
」
不
器
用
な
父
か
ら

馬
場　

和
義
（
大
阪
府　

66
歳
）

ト
ン
ネ
ル
で
や
っ
と
み
れ
た
窓
に
写
っ
た
君
の
顔
。浜

崎　

大
誠
（
滋
賀
県　

13
歳
）

ホ
ー
ム
で
見
送
る
母
　
目
に
涙
　
見
え
た
口
元
「
が
ん
ば
れ
」

濱
田　

岩
夫
（
大
阪
府　

60
歳
）
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線
路
の
す
す
き
に
冷
や
か
さ
れ
　
紅
い
顔
で
君
を
待
つ

ひ
よ
こ
の
と
さ
か
（
奈
良
県　

35
歳
）

大
好
き
な
君
に
エ
ー
ル
を
送
る
。
届
く
声
、
届
か
ぬ
恋
。

福
島　

に
こ
（
東
京
都　

12
歳
）

6
年
ぶ
り
に
降
り
る
駅
で
置
い
て
き
た
は
ず
の
夏
に
出
逢
う

藤
井　

響
子
（
兵
庫
県　

23
歳
）
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打
席
に
入
る
あ
な
た
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
名
前
で
呼
ん
だ

ふ
ん
わ
り
食
感
（
愛
知
県　

29
歳
）

体
育
祭
の
帰
り
道
、
友
達
と
日
焼
け
後
見
て
笑
い
合
う
。

松
本　

煌
我
（
滋
賀
県　

16
歳
）

卒
業
の
日
　
車
窓
の
桜
は
蕾
　
車
内
の
お
し
ゃ
べ
り
満
開

松
本　

萌
（
宮
城
県　

39
歳
）
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降
り
て
い
く
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
背
に
　
エ
ー
ル
を
送
る

蓑
輪　

さ
く
ら
（
滋
賀
県　

46
歳
）

開
い
た
ド
ア
　
目
の
前
に
君
　
電
車
が
く
れ
た
エ
ー
ル
か
も

宮
島　

未
奈
（
滋
賀
県　

37
歳
）

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
交
わ
す
老
夫
婦
今
日
も
健
や
か

宮
田　

賢
三
（
兵
庫
県　

82
歳
）
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君
ご
し
に
見
る
　
車
窓
の
青
空
は
　
最
高
の
キ
ャ
ン
バ
ス

む
ー
ん
（
東
京
都　

26
歳
）

失
恋
し
た
と
泣
く
君
に
ほ
っ
と
し
ち
ゃ
っ
た
、
僕
は
悪
魔

谷
内　

彩
花
（
滋
賀
県　

14
歳
）

君
の
お
し
ゃ
べ
り
聞
き
た
く
て
無
音
の
僕
の
イ
ヤ
ホ
ン

柳　

和
樹
（
京
都
府　

31
歳
）
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マ
ス
ク
越
し
の
「
す
き
。」 

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
は
青
空
。

山
本　

知
佳
（
神
奈
川
県　

30
歳
）

自
粛
中
枯
れ
た
心
は
蕾
の
よ
う
友
に
会
え
た
ら
開
花
す
る

山
本　

な
づ
な
（
滋
賀
県　

16
歳
）

肩
叩
き
　
き
ば
れ
と
両
親
　
ホ
ー
ム
で
笑
顔
の
旅
立
ち

吉
川　

恭
子
（
大
阪
府　

81
歳
）
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制
服
も
定
期
も
こ
の
景
色
も
、
期
限
は
3
月
31
日
ま
で

り
っ
ち
ゃ
ん
（
北
海
道　

40
歳
）

両
手
で
口
を
塞
い
で
笑
う
癖
マ
ス
ク
し
て
て
も
同
じ
だ
ね

り
な
ぴ
ょ
ん
（
大
阪
府　

57
歳
）

ま
た
今
年
通
学
の
電
車
だ
け
が
君
と
同
じ
ク
ラ
スり

ょ
う
ち
ゃ
ん
（
千
葉
県　

37
歳
）
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電
車
内
の
老
人
に
席
を
ゆ
ず
る
君
微
笑
む
姿
に
キ
ュ
ン
と
く
る

渡
邉　

朱
莉
（
滋
賀
県　

12
歳
）

今
回
は
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
か
ら
も
作
品
を
ご
応
募
頂
き
ま
し
た
。
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審
査
員
コ
メ
ン
ト

●
大
津
市
副
市
長　

杉
江
　
達
秀

今
回
の
審
査
に
あ
た
っ
て
も
、
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
私
を
ち
ょ
っ
と
し
た
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

の
世
界
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
読
ん
で
す
ぐ
に
情
景
が
浮
か
ぶ
作
品
が
好
き
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
自
身
の
経
験
と
重

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
気
恥
ず
か
し
い
気
が
し
ま
す
が
。

「
こ
と
ば
が
君
の
背
中
を
押
す
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
審
査
を
し
ま
し
た
が
、
読
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
の
こ
と
ば
が
「
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。」
今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品
と
出
会
え
る
機
会
を
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
　
常
務
取
締
役
　
小
澤
　
伸
之

最
近
は
素
人
が
作
っ
た
俳
句
を
評
価
し
て
才
能
の
あ
る
な
し
を
問
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
が
あ
り
、
私
も
結
構
毎
回
観
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
俳
句
あ
る
い
は
短
歌
と
異
な
り
、
原
則
「
21
文
字
で
」
と
し
て
募
集
さ
れ
た
の
が
本
企
画
の
作
品
群

で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
定
型
を
度
外
視
し
て
い
て
も
、
あ
る
い
は
多
少
稚
拙
で
あ
ろ
う
が
季
語
が
な
か
ろ
う
が
、
と
に
か
く

ス
ト
レ
ー
ト
で
ピ
ュ
ア
な
作
品
が
多
く
、
心
が
爽
風
で
洗
わ
れ
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
本
当
に
皆
さ
ん

青
春
真
っ
只
中
!
、
そ
ん
な
印
象
で
す
。
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●
大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
　
岡
澤
　
則
子

今
年
も
「
青
春
21
文
字
」
の
審
査
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

去
年
に
は
去
年
の
、
今
年
に
は
今
年
の
色
が
あ
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
青
春
真
っ
只
中
!  

と
思
え
ば
高

齢
者
の
歌
だ
っ
た
り
、
渋
い
な
!  

と
思
え
ば
十
代
の
方
だ
っ
た
り
、
不
思
議
な
思
い
の
中
、
心
に
グ
ッ
と
刺
さ
っ
た
も
の
を
大

津
商
工
会
議
所
女
性
会
の
皆
ん
な
と
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
の
頃
の
自
分
が
ま
た
蘇
り
ま
し
た
。
私
が
京
阪
電
車
石
坂
線
で
高
校
に
通
っ
て
い
た
の
は
も
う
45
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、

あ
の
時
の
光
景
は
、
陰
り
の
無
い
「
人
生
の
玉
手
箱
」
で
、
心
の
深
い
と
こ
ろ
に
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。
応
募
者
の
方

の
人
生
を
も
垣
間
見
た
よ
う
で
、懐
か
し
く
も
楽
し
い
選
考
の
時
間
を
持
た
せ
て
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
‼

●
日
本
放
送
協
会
大
津
放
送
局
長
　
手
島
　
一
宏

初
め
て
審
査
し
ま
し
た
が
、
５
０
０
も
の
21
文
字
を
拝
見
し
な
が
ら
、
様
々
な
情
景
が
思
い
浮
か
び
、
共
感
し
た
り
、
つ
い

応
援
し
た
り
、
そ
し
て
時
と
し
て
自
分
の
中
に
湧
き
出
て
く
る
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
の
審
査
で
し
た
。
自
分
と
同

世
代
の
方
々
か
ら
の
作
品
が
多
い
の
は
驚
き
で
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
や
ほ
ろ
苦
い
経
験
な
ど
幾
つ
に
な
っ
て
も
青
春
は
色

あ
せ
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
感
染
防
止
を
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
マ
ス
ク
や
距
離
が
あ
る
か

ら
こ
そ
で
き
た「
好
き
」と
い
う
告
白
や
思
い
切
っ
た
行
動
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
閉
塞
感
を
突
き
破
る
若
い
人
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。
電
車
は
人
を
運
び
な
が
ら
、
居
場
所
を
提
供
し
た
り
、
駅
（
土
地
）
を
変
え
た
り
、
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
で
、

色
々
な
人
の
人
生
を
紡
い
で
い
る
、
人
生
の
物
語
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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●
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長
　
村
元
　
展
也

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え
る
2
回
目
の
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。
サ
ブ
テ
ー
マ
の
空
・
お
し
ゃ
べ
り
・
エ
ー
ル
・
線
路

の
四
つ
の
言
葉
に
は
「
言
葉
を
練
る
と
き
に
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
そ

の
思
い
が
通
じ
た
か
の
よ
う
な
作
品
に
多
数
出
会
え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
言
い
知
れ
な
い
息
苦
し
さ
の
中
に
あ
っ

て
も
、
何
気
な
い
喜
び
や
希
望
を
見
出
そ
う
と
す
る
心
の
動
き
が
人
々
に
芽
生
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
特
別
審
査
員
　
菅
原
　
一
輝

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
過
去
の
自
分
の
姿
を
重
ね
て
思
い
出
に

浸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
21
文
字
と
い
う
中
で
、
パ
っ
と
一
瞬
で
そ
の
情
景
の
中
に
自
分
自
身
が
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
先
ど
う
な
る
の
か
な
と
つ
い
思
い
描
い
て
し
ま
う
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
つ
作
品
が
印
象
的
で
し
た
。
特
に
空
と
い
う
手
の
届

か
な
い
景
色
と
目
前
の
日
常
を
重
ね
合
わ
せ
る
作
品
に
は
、
遠
近
法
に
操
ら
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え
、
う
っ
と
り

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
＊
）�

今
回
、行
い
ま
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
リ
タ
ー
ン
と
し
て
、2
次
審
査
員
を
お
願
い
し
た
支
援
者
の
菅
原
一
輝
さ
ん
の
審
査
コ
メ
ン
ト
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
菅
原
さ
ん
は
、
長
年
1
次
審
査
員
を
務
め
て
下
さ
っ
て
い
る
方
で
し
た
。
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俵
万
智
（
た
わ
ら
ま
ち
）
歌
人

早
稲
田
大
学
卒
。
１
９
８
６
年
、
作
品
「
八
月
の
朝
」
で
第
32
回
角
川
短
歌
賞
受

賞
。
１
９
８
７
年
、第
一
歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
出
版
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

翌
年
、「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
で
第
32
回
現
代
歌
人
協
会
賞
受
賞
。
２
０
０
４
年 

評
論

「
愛
す
る
源
氏
物
語
」で
第
14
回
紫
式
部
文
学
賞
受
賞
。
第
四
歌
集「
プ
ー
さ
ん
の
鼻
」

で
２
０
０
６
年 

第
11
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
。
歌
集
の
他
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
著

書
多
数
。
最
新
刊
「
未
来
の
サ
イ
ズ
」
で
詩
歌
文
学
館
賞
、
迢
空
賞
を
受
賞
。
現
代

短
歌
の
魅
力
を
伝
え
、
す
そ
野
を
広
げ
た
創
作
活
動
」
に
よ
り
２
０
２
１
年
度
、
朝

日
賞
受
賞
。

俵
万
智
さ
ん
総
評

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
、
短
い
言
葉
で
発
信
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
と
て
も
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ

そ
言
葉
を
磨
く
こ
と
は
、
い
っ
そ
う
大
切
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
持
っ
た
「
言
葉
を
探

し
て
磨
く
時
間
」
は
、
と
て
も
豊
か
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
作
品
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
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滋
賀
県
知
事
祝
辞

「
第
15
回　

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作
品
集
の
御
完
成
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

琵
琶
湖
沿
い
を
走
る
京
阪
石
坂
線
を
舞
台
に
し
た
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も
今
回
で
15
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
青

春
の
一
場
面
を
切
り
取
っ
た
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
、
青

春
時
代
を
懐
か
し
く
感
じ
、
ま
た
言
葉
が
持
つ
力
に
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
初
め
て
私
も
、
気
持
ち
を
込

め
て
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、
ま
た
、
滋
賀
の
観
光
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
る
「
電
車
」
の
魅
力
に
焦
点
を
あ
て
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
毎
年
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

私
は
、
交
通
は
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
地
域
の
文
化
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
あ
た
た
か
く
、
淡
く
、
時

に
切
な
い
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
作
品
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
が
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
り
、
そ
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
活
躍
を
お
祈
り
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
皆

様
が
滋
賀
を
訪
れ
、
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で
ま
た
新
た
な
ド
ラ
マ
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
4
年
吉
日　

滋
賀
県
知
事　

三
日
月　

大
造



59

大
津
市
長
祝
辞

「
第
15
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
き
ま
し
て
、
全
国
各
地
の
多
く
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
作
品
集
の
発
刊
が
さ
れ
ま

し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
京
阪
電
車
の
石
山
坂
本
線
に
あ
る
、
21
の
駅
に
ち
な
ん
で
始
ま
っ
た
大
津
発
の
心
温
ま
る
事
業

で
す
。

作
品
は
21
文
字
の
限
ら
れ
た
言
葉
で
想
い
を
表
現
す
る
た
め
、
多
く
の
時
間
を
か
け
て
考
え
ら
れ
た
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
作
品
集
に

は
21
文
字
に
込
め
ら
れ
た
青
春
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
想
い
が
溢
れ
て
お
り
、
読
者
の
皆
様
を
楽
し
ま
せ
、
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
の
受
賞
作
品
は
、
作
っ
た
方
そ
れ
ぞ
れ
の
電
車
や
駅
で
の
1
コ
マ
が
短
い
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

大
津
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
“
案
山
子
が
手
を
振
る
”
と
い
う
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
へ
向
け
た
前
向

き
な
気
持
ち
と
、“
今
日
が
最
後
”
の
言
葉
か
ら
、
い
つ
も
電
車
に
乗
る
時
見
え
て
い
た
案
山
子
へ
の
愛
着
も
垣
間
見
え
た
印
象
的
な
作

品
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
思
う
よ
う
に
外
出
も
で
き
な
い
中
、
自
宅
で
も
取
り
組
め
る
文
芸
の
創
作
や
鑑
賞
の
機

会
は
、
多
く
の
方
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
こ
の
作
品
集
も
、
読
ん
だ
方
の
心
を
温
か
く
し
、
日
常
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
一

助
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
お
よ
び
作
品
集
制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
4
年
吉
日

大
津
市
長　
　

佐
藤　

健
司
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今
年
の
活
動
を
振
り
返
る
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

21
文
字
で
青
春
の
一
場
面
を
切
り
取
る
「
電
車
を
舞
台
と
し
て
青
春
を
謳
う
文
芸
」
で
あ
る
活
動
。
自
治
体
か
ら
の
補
助
金

も
昨
年
度
で
終
了
し
活
動
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
地
元
の
京
都
信
用
金
庫
さ
ん
か
ら
、
私
た
ち
の
思
い
を
共
感
し
て
形
に

し
て
い
た
だ
け
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
特
産
品
や
温
泉
入
湯
の
体
験
型
な
ど
魅
力

的
な
リ
タ
ー
ン
品
の
協
力
企
業
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
作
品
を
出
来
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
「
過
去
の
作
品
集
」
を
多
数
用
意
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
集
全
冊
を
希
望
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
濃
い
中
で
し
た
が
、
目
標
額
に
達
し
、
募
集
、
審
査
、
電
車
や
町
な
か
で
の
展
示
、
そ
し

て
今
回
の
作
品
集
作
成
に
も
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
当
初
は
知
人
な
ど
が
中
心
で
し
た
が
、
ク
ラ
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
で
活
動
内
容
を

知
っ
た
方
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
応
募
者
の
方
か
ら
も
応
援
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
15
年
と
い
う
積

み
重
ね
は
私
た
ち
の
想
定
以
上
に
、
電
車
の
中
吊
り
や
商
店
街
展
示
で
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
っ
て
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
り
、

初
め
て
ク
ラ
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
で
知
っ
て
事
業
や
滋
賀
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
人
の
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
与
え
る
こ
の
事
業
が
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
、
と
願
っ
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
そ
の
言
葉
の
数
々
で
私
た
ち
の
背
中

を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

こ
の
た
び
実
施
し
ま
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
リ
タ
ー
ン
と
し
て
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
く
支
援
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。「
＠
貴
」
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
こ
ん
な
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
関
わ
る
皆
さ
ま
へ

滋
賀
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
よ
う
な
、
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
「
青
春
」
に
立
ち
返
る
よ
う
な
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
大
団
円
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
、

心
よ
り
祝
意
を
表
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やfacebook

か
ら
発
信
さ
れ
る
活
動
の
軌
跡
、
沿
線
地
域
で
の
作
品
展
示
、
青
春
味
あ
ふ
れ
る
数
々
の
作
品
、
そ
の
作
品

を
優
し
く
掬
わ
れ
る
俵
万
智
さ
ま
の
的
確
な
評
コ
メ
ン
ト
。

ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
人
の
大
切
な
思
い
が
感
じ
ら
れ
、
全
体
が
ま
さ
に
ひ
と
つ
の
大
き
な
青
春
の
結
晶
だ
な
あ
、
と
感
じ
入
り

ま
す
。
私
自
身
、
多
様
な
21
文
字
に
思
い
を
馳
せ
、
自
ら
顧
み
る
き
っ
か
け
が
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
誰
か
の
青
春
が
多
く
の
人
へ
勇
気
や
希
望

を
授
け
る
こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
う
し
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
何
か
意
味
を
持
ち
、
温
情
が
波
及
し
て
ゆ
く
世
界
に
、
永
遠
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
先
も
「
青

春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
糧
と
し
て
寄
り
添
い
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

★
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://densyatoseisyun

2
1.com

/
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支
援
者
の
方
々
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

■ �

京
阪
電
車
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
時
期
は
、
い
つ
も
ほ
っ
こ
り
し
た
り
、
キ
ュ
ン
と
し
た
り
。
良
い
時
間
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

支
援
で
き
る
機
会
が
う
れ
し
い
で
す
。

■ �

電
車
で
青
春
…
…
し
た
覚
え
は
な
い
の
に
、
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
い
つ
も
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
も
「
胸
キ
ュ
ン
」
体
験
さ
せ
て

く
だ
さ
い
ね
。
応
援
し
て
い
ま
す
!

■ �

大
好
き
な
短
歌
と
歴
史
あ
る
石
山
坂
本
線
の
美
し
い
車
窓
か
ら
の
コ
ラ
ボ
企
画
、
東
京
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
!
是
非
ぜ
ひ
近
い
う
ち
に

訪
れ
た
い
で
す
。

■ �

私
も
言
葉
の
も
つ
チ
カ
ラ
を
信
じ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
さ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

ま
す
。

■ ��

50
回
、
１
０
０
回
と
担
う
人
が
交
代
し
て
も
継
続
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
み
ん
な
で
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■ �

入
選
作
が
商
店
街
に
展
示
さ
れ
る
「
胸
キ
ュ
ン
商
店
街
」、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
!  

今
後
も
ぜ
ひ
続
い
て
ほ
し
い
取
り
組
み
で
す
。

■ �

胸
キ
ュ
ン
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
街
と
心
に
彩
り
を
添
え
る
!  

こ
ん
な
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
人
の
心
に
与
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

■ �

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

■ �

以
前
、
入
賞
し
た
こ
と
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
思
い
出
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
断
ち
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

■ �

故
郷
の
思
い
を
良
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
地
域
周
辺
の
良
さ
も
想
像
し
ま
す
。
も
っ
と
全
国
に
広
が
る
様
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ �

滋
賀
の
貴
重
な
文
化
で
す
。
継
続
は
力
で
す
。
応
援
し
て
ま
す
。
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
京
都
信
用
金
庫
様
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

京
都
信
用
金
庫
大
津
支
店
は
、
滋
賀
・
大
津
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
主
催
者
の
想
い
に
共
感
し
、
第
13
回
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
第
14
回
か
ら
は
団
体
賞
の
協
賛
と
い
う
形
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
運
用
資
金
の
調
達
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
タ
ー
ン
品
協
力
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
活
動
に
奔
走
し
、
目
標
金
額
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
『
お
せ
っ
か
い
バ
ン
カ
ー
』
を
自
負
す
る
我
々
に
と
っ
て
、
主
催
者
と
共
に
大
き
な

達
成
感
を
得
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
次
審
査
・
二
次
審
査
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
青
春
を
テ
ー
マ
と
し
た
み
ず
み
ず
し
い
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
「
こ
と
ば

の
持
つ
力
」
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
い
世
相
で
あ
る
今
こ
そ
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
心
豊
か
な
街
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
、
滋
賀
県
発
の
新
し
い
文
化
と
し
て
発
展
し
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
ご
協
力
事
業
者
様
紹
介

近
江
鉄
道
、
元
祖
阪
本
屋
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵
道
、
比
叡
ゆ
ば
本
舗
ゆ
ば
八
、
琵
琶
湖
汽
船
、
び
わ
湖
花
街
道
、

よ
こ
い
フ
ァ
ー
ム
（
50
音
順
）
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画
家 

寺
田
み
の
る
さ
ん
コ
メ
ン
ト
（
＊
）
地
元
を
愛
す
る
画
家　

寺
田
み
の
る
さ
ん
。
こ
の
作
品
集
に
、
京
阪
電
車
を

は
じ
め
と
し
て
滋
賀
県
内
の
鉄
道
の
沿
線
ス
ケ
ッ
チ
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

寺
田
み
の
る
、
大
津
市
生
ま
れ
。
旧
三
洋
電
機
企
画
部
長
。

世
界
水
彩
画
精
鋭
選
抜
展
招
待
作
家
。

大
津
市
絵
画
展
審
査
委
員
長
、
個
展
１
０
０
回　

イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
開
催
、
著
書
多
数

浜大津港

「
地
元
」「
生
ま
れ
た
町
」
の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
よ
ろ
こ
び
、
楽

し
み
。
過
ぎ
去
る
町
の
歴
史
を
想
い
な
が
ら
筆
を
走
ら
す
地
元
愛
で
す
。

21
文
字
に
秘
め
ら
れ
た
人
生
の
日
々
を
見
せ
て
も
ら
え
る
喜
び
に
感
動

し
ま
す
。
小
さ
な
ド
ラ
マ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
で
盛
り
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。



前
回
（
第
14
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
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前
回
（
第
14
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

●
梅
村
た
お
　（
滋
賀
県
知
事
賞
）

「
昨
年
度
は
滋
賀
県
知
事
庁
賞
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
回
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
「
イ
ヤ
ホ
ン

壊
れ
て
車
窓
か
ら
セ
ミ
の
声
、
夏
を
知
る
」
は
コ
ロ
ナ
渦
の
電
車
の
中
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
す
。
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
換

気
の
た
め
に
電
車
の
窓
が
開
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
街
の
音
や
風
を
電
車
の
中
に
い
な
が
ら
も
体
感
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
部

活
帰
り
の
電
車
の
中
で
、
音
楽
を
聴
こ
う
と
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
た
そ
の
時
、
蝉
の
声
が
耳
に
飛
び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
思
わ
ず
顔
を
上

げ
る
と
、
車
窓
一
面
が
初
夏
の
緑
に
染
ま
っ
て
い
て
、
蝉
の
鳴
き
声
が
車
両
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
も
う
夏
は
来
て
い
た
の

だ
と
、
心
浮
き
立
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
募
サ
イ
ト
で
知
り
ま
し
た
。
ど
の
過
去
の
受
賞
作
も
素
晴
ら
し
く
、
21
文
字
が
電
車
の
よ

う
に
風
景
と
想
い
を
繋
ぐ
様
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
受
賞
の
ご
連
絡
を
頂
い
た
時
は
ま
さ
か
自
分
が
と
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
名
誉
あ
る
賞
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
、
俵
万
智
さ
ん
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
け
た
こ
と
、
心
の
底
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
選
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
審
査
員
の
皆
様
、
関
係
者
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

作
品　
【
イ
ヤ
ホ
ン
壊
れ
て
車
窓
か
ら
セ
ミ
の
声
、
夏
を
知
る
】
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●
一
乗
寺
　
遥
　（
大
津
市
長
賞
）

掲
載
さ
れ
る
１
０
０
作
品
に
選
ば
れ
た
と
連
絡
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
大
津
市
長
賞
に
選
ば
れ
た
と

連
絡
が
あ
っ
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
を
通
り
越
し
て
唖
然
と
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
作
品
の
な
か
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
、

俵
万
智
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

作
品
は
、
コ
ト
コ
ト
進
む
電
車
と
静
か
な
沿
線
の
ど
こ
か
に
自
分
が
い
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。
俵
万
智
さ
ん
の
講

評
に
未
来
の
視
線
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
そ
の
通
り
で
私
の
中
で
は
駅
の
ホ
ー
ム
は
未
来
へ
の

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
り
こ
れ
ま
で
生
活
を
一
区
切
り
す
る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

も
う
一
つ
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
他
の
方
の
作
品
を
見
る
機
会
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
特
に
中
高
校
生
の
方
の
作
品
は
な
ん

だ
か
胸
が
切
な
く
な
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
電
話
で
の
ご
連
絡
や
直
筆
の
文
章
等
、
暖
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
暁
に
は
、
京
阪
石
山
坂
本
線
に
乗
り
に
行
く
つ
も
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
品　
【
ホ
ー
ム
の
先
に
見
え
る
空
　
離
れ
る
今
日
が
一
番
青
い
】

●
だ
い
ち
ゃ
ん
Ｚ
！
　（
青
春
賞
）

一
瞬
見
え
か
か
っ
た
コ
ロ
ナ
収
束
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
振
り
出
し
に
戻
っ
た
よ
う
な
2
月
。

そ
う
い
え
ば
昨
年
の
今
頃
、「
第
14
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
青
春
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

俵
万
智
さ
ん
の
素
敵
な
講
評
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
を
、
駅
の
ホ
ー
ム
と
掛
け
た
こ
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と
を
お
褒
め
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
作
中
の
「
ス
テ
イ
し
た
ま
ま
」「
友
だ
ち
の
ま
ま
」
は
、
恋
へ
と
発
展
し
な
い
も
ど
か
し
さ
を
自
身

の
青
春
の
一
場
面
と
捉
え
、
言
葉
に
し
た
も
の
で
す
。
思
い
通
り
に
行
か
な
い
、
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
感
覚
は
、
い
ま
コ
ロ
ナ
禍

で
学
校
行
事
が
相
次
ぎ
中
止
と
な
っ
て
い
る
学
生
さ
ん
た
ち
の
心
情
に
も
重
な
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
彼
女
ら
の
心
中

を
察
す
る
に
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
若
い
人
た
ち
の
時
間
が
再
び
動
き
出
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

第
15
回
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ま
た
応
募
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
品　
【
初
恋
。
駅
の
ホ
ー
ム
に
ス
テ
イ
し
た
ま
ま
友
だ
ち
の
ま
ま
】

●
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
校
　（
団
体
賞
）

こ
の
度
は
、
団
体
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
二
十
一
文
字
に
想
い
を
込
め
る
作
業
は
、
生
徒
の
内
側

に
あ
る
想
像
力
・
表
現
力
を
豊
か
に
す
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
青
春
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
様
々
に
想
い
を
馳
せ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
先
生
、
言
葉
っ
て

奥
深
い
で
す
ね
」
と
生
徒
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。「
雨
と
い
う
言
葉
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
種
類
が
あ
る
ん
だ
ね
」
と

生
徒
が
辞
書
を
片
手
に
話
し
合
っ
て
い
る
姿
に
は
感
激
い
た
し
ま
し
た
。「
使
い
勝
手
の
い
い
表
現
」
だ
け
で
な
く
「
繊
細
な
表
現
」
に

接
近
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
素
敵
な
取
り
組
み
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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●
大
津
市
立
唐
崎
中
学
校
　（
団
体
賞
）

本
校
は
、
国
語
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、「
青
春
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
唐
崎
学
区
は
、

京
阪
電
車
を
利
用
す
る
生
徒
が
多
く
、
中
学
校
卒
業
後
は
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
る
も
の
と
な
る
た
め
、
今
の
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
こ

の
先
の
自
分
の
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
春
の
入
り
口
に
立
ち
、
多
感
な
時
期
に
あ
る
生
徒
た
ち
が
、「
今
」
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
時
間
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
い
た
り
、

ま
だ
見
ぬ
「
未
来
」
を
胸
の
内
で
膨
ら
ま
せ
た
り
す
る
な
か
で
紡
ぐ
21
文
字
は
、
生
徒
の
心
を
豊
か
に
育
み
、
自
分
の
中
の
言
葉
と
対

話
す
る
た
め
に
、
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
私
た
ち
教
員
に
と
っ
て
も
、
生
徒
の
作
品
か
ら
感
動
や
気
づ
き
を
与

え
ら
れ
、
生
徒
た
ち
の
も
つ
可
能
性
の
大
き
さ
を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
し
た
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
賞
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
取
組
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
さ
ら
に
自
由
に
、

自
信
を
も
っ
て
言
葉
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
生
徒
に
と
っ
て
大
変
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
感
じ
て
お
り�

ま
す
。
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協
力
者
リ
ス
ト

令
和
3
年
度

【
協
力
団
体
・
企
業
】

滋
賀
県
（
滋
賀
県
知
事
賞
）

大
津
市
（
大
津
市
長
賞
）

株
式
会
社
叶 

匠
壽
庵
（
青
春
賞
）

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
（
さ
わ
や
か
賞
）

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
（
ユ
ー
モ
ア
賞
）

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

近
江
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

一
般
財
団
法
人
天
智
聖
徳
文
教
財
団
（
近
江
勧
学
館
賞
）

京
都
信
用
金
庫
（
団
体
賞
）

共
催
：
大
津
市

後
援
：
滋
賀
県

主
催
：
電
車
と
青
春　

21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尼
田
賢
光
、
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津

放
送
局
局
長 

手
島
一
宏
、
大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
京
都
信
用

金
庫
大
津
支
店
、
京
阪
電
気
鉄
道
、　

滋
賀
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
、
び

わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

川
戸
良
幸
、
毎
日
新
聞
大
津
支
局
、

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
ほ
か
（
50
音
順
）

第
15
回
の
作
品
募
集
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
み
し
ま
ち
あ
き

　
　

監
修
：
び
わ
こ
デ
ザ
イ
ン
文
化
協
会

装
画
：
寺
田
み
の
る

表
彰
式
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
支
援
：
窄
口
真
吾

写
真
協
力
：
京
阪
電
気
鉄
道
、
近
江
鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵
道
、

　
　

西
日
本
旅
客
鉄
道
、
み
し
ま
ち
あ
き
、
ナ
カ
マ
チ
商
店
街
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信楽高原鐡道

近江鉄道
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あ
と
が
き

第
15
回
の
応
募
総
数
は
４
２
８
５
点
、
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
サ
ブ
テ
ー
マ
を
私
た
ち
は
力

を
入
れ
て
選
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、「
空
」「
お
し
ゃ
べ
り
」「
エ
ー
ル
」「
線
路
」
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
引
き
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
言
わ
れ
る
時
代
「
こ
と
ば
が
君
の
背
中
を
押
す
」
前
を
向
い
て
進
も
う
と
の
思
い
か
ら

決
め
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中
で
4
分
の
1
を
占
め
た
の
が
「
空
」
で
、
上
を
向
い
て
広
い
青
い
世
界
に
進
む
、
特
に
学
校
の

課
題
で
取
り
組
ん
だ
中
高
生
の
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
線
路
」
前
を
向
く
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）

的
な
と
ら
え
方
が
多
く
、エ
ー
ル
は
後
ろ
や
遠
く
か
ら
チ
カ
ラ
を
送
る
、お
し
ゃ
べ
り
は
双
方
向
か
ら
、と
向
き
合
う
方
向
が
く
っ

き
り
と
表
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
前
進
に
つ
な
が
る
元
気
の
出
る
も
の
で
し
た
。

15
年
の
時
を
経
て
行
政
や
企
業
の
支
援
が
無
く
な
っ
た
今
年
、
経
費
ね
ん
出
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
取
り
組
み
自
体
を
知
っ

て
頂
き
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
リ
タ
ー
ン
に
は
過
去
の
作
品
集
を
多
数
用
意

し
ま
し
た
。
作
品
応
募
者
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト
情
報
で
知
っ
て
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
か
ら
の
支
援

も
頂
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
時
点
で
い
つ
も
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
方
か
ら
の
「
応
援
し
て
ま
す
。
毎
年
楽
し
み
で
す
」、
と
同
じ
く
ら
い
「
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
」
と

の
言
葉
に
、
あ
り
が
た
さ
と
と
も
に
責
任
を
ひ
し
っ
と
感
じ
ま
す
。

事
業
を
始
め
た
２
０
０
６
年
当
時
は
、
地
元
電
鉄
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
で
ま
ち
づ
く
り
に
電
車
が
ど
う
関
れ
る
か
と
の
視
点
で

の
可
能
性
を
探
る
中
「
石
坂
線
は
通
学
路
線
＝
青
春
」
と
と
ら
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
15
年
の
間
に
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
と
し
て
様
々
な
こ
と
が
あ
り
、社
会
情
勢
も
意
識
し
て
毎
年
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
は
、
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大
き
な
転
換
期
に
な
り
ま
し
た
。
作
品
自
体
に
も
こ
れ
ま
で
登
場
し
な
か
っ
た
マ
ス
ク
、ホ
ー
ム
な
ど
の
言
葉
が
増
え
ま
し
た
が
、

も
う
一
つ
コ
ロ
ナ
で
人
々
の
交
流
が
難
し
い
中
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
思
え
ば
夢
の
世
界
の
よ
う
で
す
が
、
2
年
前
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
わ
ず
か
に
免
れ
た
時
期
で
し
た
が
、
地
元
デ
パ
ー

ト
で
表
彰
式
を
行
い
、
そ
の
あ
と
近
く
の
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
で
「
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
臨
み
、
受
賞

者
が
満
面
の
笑
顔
で
参
加
者
か
ら
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
対
面
を
避
け
て
オ
ン
ラ
イ
も
導
入
し
、
戸
惑
い
つ
つ
実
施
。
そ

し
て
影
響
が
続
く
今
年
は
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
入
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
お
祝
い

を
伝
え
、
喜
び
の
言
葉
を
受
け
る
と
い
う
交
流
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
授
与
者
で
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
受
賞
者
が

画
面
を
通
し
て
で
す
が
、
直
接
話
が
で
き
感
激
を
分
か
ち
合
え
た
の
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
、
感
染
症
対
策
と
し
て
の

利
点
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
場
所
に
い
る
人
々
に
同
時
に
会
え
、
し
か
も
臨
場
感
を
持
っ
て
交
流
が
で
き
る
。
時
代
ゆ
え
に

や
む
を
得
ず
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
、
図
ら
ず
も
顔
の
見
え
る
交
流
の
場
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
幸
せ

の
積
み
重
ね
が
前
進
す
る
意
欲
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
一
言
の
言
葉
が
重
要
な
役
割
と
な
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
退
任
の
際
の
コ
メ
ン
ト
に
「
青
春
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
の
演
奏
曲
を
選
ん
だ

理
由
を
質
問
さ
れ
た
メ
ル
ケ
ル
氏
は
、「
こ
の
曲
は
青
春
時
代
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
誰
に
と
っ
て
も
人
生

の
輝
け
る
時
代
と
重
な
る
の
が
「
青
春
」。

俵
万
智
さ
ん
の
講
評
に
、
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
持
っ
た
「
言
葉
を
探
し
て
磨
く
時
間
」
は
、
と
て
も
豊
か
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
作
品
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

言
葉
を
探
し
て
磨
く
時
間
。
素
敵
な
言
葉
で
す
ね
。
じ
っ
く
り
と
青
春
と
向
き
合
う
時
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表　

福
井
美
知
子
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